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もう冬の寒さだけど「読書の秋」ってことにしよう

　『海辺のカフカ』村上春樹 著
　村上春樹の10作目の長編小説。日本文学でありな
がら、西洋の古典的悲劇の一つである『オイディプ
ス王』を明示的にモチーフとしている作品。
　15歳の少年「僕」とネコ探しの名人である「ナカ
タ老人」が織りなすパラレルワールドにきっとあな
たも引き込まれる。　　　　　　　　　　駒走聡俊
画像引用元：https://onl.bz/yaBhKzV

　『精霊の守り人』上橋菜穂子 著
　この世界は目に映っているものだけではない。精
霊に卵を産み付けられた皇太子を、女用心棒のバル
サは短槍を奮い、命がけで守る事に。
　NHKがドラマ化した壮大なファンタジーの世界観
とハラハラする冒険物語に、引き込まれること間違
いなし。　　　　　　　　　　　　　　　山田夕理
画像引用元：Amazon.co.jp

　『虐殺器官』伊藤計劃 作
　宮部みゆきに「3回生まれ変わってもこんなにすご
いものは書けない」と言わせた、夭折の天才SF作家
伊藤計劃。
　彼の操る、彼の描く「言葉がもつ力」を是非体感
してほしい。読んでしまったが最後、美しくて忘れ
られない本になること間違いなし。　　中嶋みと葉
画像引用元：https://audiobook.jp/product/240525



　『ぼっちざろっく』はまじあき　著
　陽キャに憧れてギターを始め早3年、ドン引
きする程、陰キャな主人公が送る、はちゃめ
ちゃなバンドライフを貴方も見てみませんか？　
憂鬱な毎日を送っている方、明日が来て欲しく
ない方、オススメです。　　　　　小林理来
画像引用元:https://www.amazon.co.jp

　『余命10年』小坂流加　著
　今年3月4日、小松菜奈主演の映画が公開さ
れ話題になった作品です。二十歳の茉莉は、数
万人に一人という不治の病に倒れ、余命は10年
であると知る。恋はしないと心に決める茉莉
だったが。　　　　　　　　　　　大場圭一郎
画像引用元　　Amazon.co.jp

　『ツナグ』辻村深月　著
　一生に一度だけ、死者との再会を叶えてくれると
いう「使者（ツナグ）」。ツナグの仲介のもと再会
した生者と死者の物語。
　松坂桃李主演で映画化もされています。
　とても感動する作品でユースチーム全員が泣きま
した（多分）　あなたもきっと涙する。　　神山航
画像引用元：https://www.shinchosha.co.jp/book/138881/

　『境遇』湊かなえ　著
　施設育ちという共通点を持つ親友の陽子と晴美。
異なる境遇で育った政治家の妻となり苦労しながら
も絵本作家としても活躍していた陽子だったが突如
息子が誘拐されてしまう。自分たちの境遇やルーツ
が交錯するミステリー作品。
　これからの長い夜におすすめです。　　山田哲也
画像引用元:Amazon.co.jp



　次回はみんなでお料理対決！？

他のメンバーに指定された食材を使って、「クリスマス料理」を作ります！

一人暮らし勢がんばれ！めったに握らない包丁を手に、一体どんな料理が仕上が

るのか！？次回もお楽しみに～

　いかがでしたでしょうか？もうすっかり寒くなって来ましたが、ユースチーム
静岡の運営委員がアツく本を紹介させていただきました！各々好きな、おススメ
の本を紹介させていただきましたが、本の魅力をこの小さな四角の中に収めるの
はとても難しい程、いい本ばかりです。本を通して、新しい何かとの出会いがあ
るかもしれません。
　ちょっと読んでみたい！という本にもし出会えたら、是非読んでみてくださ
い。そして、私たちと本について語りましょう！みなさんのおススメの本も、私
たちに教えてくださいね。

　ここから、「読書の秋」を堪能していくのも、アリなのでは？？

【最近のユースチーム静岡事情】

　このコーナーでは、最近ユースチー
ム静岡（YTS）に起きた出来事を、
ギュッとまとめてお送りいたします。

「久々のオンライン交流会」
　何か月ぶりだろうか、、、久々にオンラ
イン交流会が復活。そして、今回は、富山
のローバースカウトも交えての交流が実
現。念願のAmong asで心理戦を繰り広げ
ながら、今後の活動の展望を語り合った。

「ベンチャーフォーラム奉仕記録」
　11月13日、静岡県ベンチャーフォーラムが開催さ
れ、YTSより中嶋と神山の二名がファシリテーター
として参加した。参加したスカウトや指導者にYTS
の存在をアピールすることができた反面、上手くい
かない面もあり、反省と伸びしろが残る結果となっ
た。二人にとっても、YTSにとっても、大きな経験
となった。

「タイムズ、間に合わぬ」
　ご存じの通り、本誌の執筆が長らく
間に合っていない。努力していく。
はたして、来月は間に合うのか…


